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５月の行事予定 

 来る５月３１日（土）に、第３２回運動会を開催いたします（雨天 

時は、６月３日(火)に延期。）。多くの皆様の御参観を心からお待 

ちしています。なお、詳細につきましては後日に配布いたします 

プログラムで御確認ください。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 時程 日 曜 行   事 時程 

１ 木 寺子屋  １７ 土   

２ 金 生徒総会 寺子屋  １８ 日   

３ 土 憲法記念日  １９ 月 全校朝礼 安全指導  

４ 日 みどりの日  ２０ 火   

５ 月 こどもの日  ２１ 水 職員会議 寺子屋 A5 

６ 火 振替休日  ２２ 木 修学旅行第１日目(３) 寺子屋  

７ 水 校内研修会 顧問会 寺子屋 B5 
２３ 金 

修学旅行第２日目(３) 

下田移動教室保護者会(2) 

 

８ 木 寺子屋  

９ 金 

中間考査（給食あり） 

★自習①理科②社会③英語④数学⑤国語 

腎臓検診二次 部長会 

 ２４ 土 修学旅行第３日目(３)  

２５ 日   

２６ 月 
修学旅行振替休業日(3) 

全校朝礼 

 

１０ 土   

１１ 日   ２７ 火   

１２ 月 全校朝礼 耳鼻科検診(１・3)  
２８ 水 

運動会予行 避難訓練 

職員会議 寺子屋 

 

１３ 火 
各種委員会 運動会係会 

耳鼻科検診(2) 
B6 

２９ 木 寺子屋  

１４ 水 荒教研 B4 ３０ 金 運動会準備 英検  

１５ 木 中央委員会 春季歯科検診 寺子屋  ３１ 土 運動会（給食あり）  

１６ 金    

「お礼の言葉」 
本日は、このような素敵な会を開いてくださり、
ありがとうございます。私は、中学校に入学する前
からバドミントン部に入ろうと決めていました。部
活動では、自分の力を発揮できるように、練習に
力を入れていきます。また、目標に向かって、仲間
と協力して頑張ります。 

私は、小学校ではあまり好きでは 
ない教科が多かったので、勉強に 
力を入れていきます。中学校では勉 
強が難しくなるので、先生の話をよ 
く聞いて、分かりやすいようにノート 
を取り、理解を深めたいです。そし

て、テスト前には範囲をしっかり復習して、いい点
数が取れるようにしたいです。楽しく、充実した中
学校生活にするため、頑張ります。本日はありがと
うございました。 
令和７年４月１０日 

新入生代表 

◎ホームページに、学校だよりを掲載しています。ぜひご覧ください。 

４月１０日（木）、令和７年度の 
「新入生歓迎会・部活動紹介」が 
行われました。各委員会・部活動 
では、３月から企画を考え、練習を 
してきました。どのパフォーマンス 
も、新入生の印象に残り、原中の 
学校生活がイメージできたことでしょう。１年生も
委員決めが終わり、委員会活動が始まっていま
す。部活動の仮入部期間も終盤となり、続々と本入 

部届が提出されてい 
ます。もうすぐ１年生 
は、「新入生」とは呼 
ばれなくなります。な 
ぜなら、もうれっきと 
した原中学校の一員 
ですから！ 



 

 
 
 

 
学校生活も本格的始動しました！ 

校長   村松 弘一  

 入学式から半月が経過し、１年生も原中学校での生活に慣れてきました。学校だより４月号②では、入学式を特

集してお伝えいたします。１面は校長式辞、２～３面は代表生徒の言葉です。どうぞお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号② 

令和７年４月22日 

荒川区立原中学校 

校長 村松 弘一 

荒川区立原中学校 

学校だより 

寄り添い 伸ばす 

 第３２回入学式 校長式辞 

新入生の保護者の皆様、お子様の御入学を心からお祝い申し上げます。いつくしみ育てられたお子様も、

今日から中学校生活に入ることになりました。保護者の皆様は、ここまで成長したお子様が、原中学校で、

豊かな心の醸成、確かな学力の定着、健やかな体の育成をして、思う存分に活躍してほしいと期待してい

ることと存じます。本校では、皆様方の期待に応えるべく、生徒が安全で安心な学校生活が送れる環境を

作ることはもとより、全力を挙げてお子様の教育にあたる所存です。 

新入生の皆さん、皆さんは、もう原中学校の生徒になりました。皆さんの先輩の２年生・３年生は、学

習や部活動をはじめ、運動や文化活動の面でも、立派な成果をあげて活躍をしています。新入生の皆さん

も、先輩に負けないように、友達とともに切磋琢磨し、自分自身を鍛え高め、様々な面で活躍してくれる

ことを期待しています。 

原中学校は、生徒が主役の学校です。「学校があなたのために何をしてくれるのか」を、考えるのではな

く、あなたが学校のため、周りの生徒のために何をすべきなのか、何ができるのかを考えてください。自

分たちの楽しい学校生活をつくるのは、皆さん自身です。 

そのために必要なこと、一つ目は、思いやりの心・心遣いと、感謝の心をもつことです。社会の中で生

きていく上で、大切なことは人との関わりです。人との関わりなしで生きていくことはできません。人と

の関わりの中で、相手の思いを理解し、自分の思いを理解してもらいます。大切なのは、相手を受け入れ

ようという姿勢であり、相手を理解しようという姿勢です。「感謝の気持ちを忘れずに、人に優しくする態

度」を大切にして、人のために尽くし、物事にあたれば、必ず思いは伝わっていきます。思いやりに満ち

溢れた言葉や行動は、次の思いやりにつながり、思いやりの輪となり広がっていきます。 

友達と助け合い、協力し合ってこそ、初めて学校においてお互いに成長できます。相手の立場になって

考え、人を大切にし、命を大切にすることが重要です。どのような時でも、思いやりと感謝の心をもって

生活しましょう。 

二つ目は、何事にも目標をもって積極的に挑戦していくことです。人は物事に対して意欲をもって取り

組んだ時、自分のもてる力を最大限に発揮できるものです。また、何か 

をやり遂げた時は、大きな満足感と喜びを味わうことができます。ぜひ、 

皆さんには自分らしさを生かしながら、常に意欲をもって何事にも前向 

きに取り組み、成功体験を積み重ねてください。 

新入生の皆さんが、今日の喜びと決意を忘れることなく、原中学校で 

充実した生活をし、立派に成長されることを願って式辞といたします。 

令和７年４月８日                   (一部抜粋) 

 


